
令和 7 年度 釜石商工高等学校 第１回学校運営協議会 議事録 

１ 日  時 令和 7 年６月 5 日（木）１５：１５～１６：３０ 

２ 会  場 本校 大会議室 

３ 出 席 者 学校運営協議会委員  青木 健一（株式会社青紀土木代表取締役社長） 

                   前川 恵美（同窓会副会長） 

                   平井 俊朗（岩手大学三陸水産センター長） 

髙橋 信昌（大平中学校校長） 

鶴飼 光祐（岩手県交通釜石営業所長） 

奥山 裕子（ライオンズクラブ会員） 

佐々木慎吾（元 PTA 会長） 

       箱石智恵美（現 PTA 会長） 

  釜石商工高等学校   小松  了（校長） 

       戸塚 敏彦（副校長） 

       鈴木 勇悦（事務長） 

       和合  徹（総務主任） 

       鎌田 秀哉（教務主任） 

       桑畑 義行（生徒指導主事） 

       山田 英之（進路指導主事） 

                   平野麻衣子（保健主事） 

       竹内 耕平（機械科主任代理） 

       中村 欣也（電気電子科主任） 

       伊藤 誠章（総務部 記録） 

       黒川 滉大（総務部 記録） 

４ 欠席者   学校運営協議会委員  鈴木  慎（白山小学校校長） 

釜石商工高等学校   原田 智生（総合情報科主任）： 

 

 

５ 議事内容 

次第・進行 内  容 

１ 開会 戸塚 副校長 

２ 校長挨拶 小松 校長 

・委嘱状の確認 

・本校の教育活動にご理解いただけることへの謝辞 

・今年度の学校活動について 



３ 委員委嘱、紹介 ・学校運営協議会委員自己紹介 

４ 教職員自己紹介 ・名簿順に本校教職員が自己紹介を行う 

５ 会長及び副会長

選出 

・運営協議会会長：青木 健一 氏 

・運営協議会副会長：前川 恵美 氏 

６ 学校概況説明 【議事進行：議長 青木会長】 

 

（１）学校経営計画（小松 校長） 

・資料に基づき３つのポリシーの説明 

・今年度の重点目標について達成指標の説明 

・昨年度から、すべての県立学校の学校経営計画にいじめ対策に

関する内容が追加された 

・学校活動を充実させ、情報発信に力を入れていきたい 

 

（２）学校評価について（和合 総務主任） 

・令和 6 年度学校評価アンケート集計結果（資料 p.11）に基づい

て説明 

 

（３）学習指導について（鎌田 教務主任） 

・令和 6 年度授業評価アンケート集計結果（資料 p.12～13）に基

づいて説明 

・ICT 教材を多用していることで、他校に比べ、授業の理解度が

高い 

 

（４）生徒指導について（桑畑 生徒指導主任） 

・生活委員による挨拶運動を実施し、生徒の挨拶励行を促す 

・自転車通学生徒に向けてヘルメット着用の声掛け 

・昨年度の生徒の問題行動の説明 

・今年度の生徒の様子について 

 

（５）進路指導について（山田 進路指導主任） 

・令和 7 年度進路希望調査（資料 p.15～16） 

（６）保健指導について 

・学校保健室経営計画、学校安全計画についての概要説明 

７ 魅力化事業につ

いて 

（１）各科の昨年度の活動報告、今年度の活動計画（各学科主任） 

（２）魅力化発進について（戸塚 副校長） 

・特色化・魅力化ビジョンについての概要説明 



８ その他 〇 委員との意見交換 

平井委員 

・高校卒業後のビジョンを具体的に考えて入学してくる生徒はど

の程度いるのか？ 

→一部の工業系の生徒で、具体的な企業名を挙げて就職すること

を目標にしている生徒が一定数いる。 

また、卒業生を囲む会を年 1 回開催し、具体的な目標を早い段階

から建てられるような取り組みも行っている。 

今後は進学指導にも力を入れていきたい。 

 

髙橋委員 

・部活動の地域以降については、受け皿がないため、あまり進んで

いない。 

 

鶴飼委員 

・通学、下校の際に利用するバスのダイヤに不満はないか？ 

→不満はないが、午前授業の際はすぐに帰られない生徒がいる。 

 

奥山委員 

・大学進学や就職試験など、進路を見据えて積極的にボランティ

ア活動に参加していただきたい。 

 

佐々木委員 

・沿岸地区における統廃合の案が出てきている。釜石商工ならで

はの魅力や、実際に行っている情報を発信し、生徒が集まってく

る環境を作っていただきたい。 

 

箱石委員 

・大槌高校のように、町の規模は小さくても管外から生徒を確保

している学校もある。管外の子供たちにも商工の魅力が伝わる

ように積極的な情報発信をお願いしたい。 

 

前川委員 

・進学したい生徒も増えてきているため、商工からの進学実績を

あげられるように指導をお願いしたい。 

生徒主導での情報発信（SNS を使って）は何かないか？ 



 

青木委員 

情報発信をしていることを周知できるようにしていってほしい。 

 

９ 校長謝辞 小松 校長 

・魅力アップを地元と共に考えていきたい 

・本校の魅力をこれからも継続して発信していく 

１０ 閉会 戸塚 副校長 

・次回開催は令和８年１月を予定。 

 

 


